
1 

 

日中対照言語学会会報(№64) 
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１．2023年度第 1回拡大常務理事会議事録 

日 時：2023 年 10 月 28 日（日）10:00～11:30 

場 所：オンライン会議（Zoom） 

出席者：相原里美、于飛、王学群、勝川裕子、古賀悠太郎、胡小春、呉川、齋藤貴志、 

下地早智子、続三義、竹島毅、趙海城、張黎、丁雷、彭飛、丸尾誠、安本真弓、姚艶玲 

(以上 18 名。50 音順、敬称略) 

[報告事項] 

（1）「議題」に沿って、以下の点が各委員会の委員長（など）から報告された。 

①冬季大会の準備状況（報告者：張黎 大会運営委員会委員長） 

第 49 回大会（2023 年度冬季大会）の口頭発表には多数の応募があった。会員の積極的な応

募は喜ばしいことであるが、一方で、今後は発表の質の担保もより一層重要になる。また、一

つひとつの発表テーマ・内容が本学会の趣旨にふさわしいか否かもより厳密に審議がなされる

必要がある。 

②研究誌『日中言語対照研究』最新号（第 26 号）の編集状況（報告者：下地早智子 研究誌編集 

委員会委員長） 

(1) 例年通り 9 月 30 日に投稿が締め切られ、第 26 号には 22 本の投稿が寄せられた。このう

ち、19 本が受理され、3 本は不受理となった。受理の 19 本について現在査読が進行中で

ある。 

(2) 第 25 号の「日中対照言語学会論文賞」の選考が行われ、すでに決定している（本会報の 

発行時、すでに学会 HP で公表済である）。 

(3)【審議事項】下地委員長より『日中言語対照研究』「投稿規定」および「執筆要領」の微調 

整が提案され、承認された。 

③特集号の準備状況（報告者：王学群 特集編集委員会委員長） 

特集号には、投稿論文の中から 7～8 本、そして特別寄稿の 6 本、計 13～14 本が掲載予定で

ある。今後、編集作業を経て、2024 年 3 月の出版を目指している。 

④学術研究会による推薦論文の掲載の件（報告者：齋藤貴志 学術研究会運営委員会副委員長） 

毎月実施の学術研究会の発表論文の中から優秀論文を年 1～2 本選考し、研究誌『日中言語対

照研究』への掲載を推薦することが提案された。これについては、研究誌編集委員会との連携

も必要である。 

⑤その他委員会の報告（報告者：安本真弓 事務運営委員会委員長） 
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(1) 事務運営委員会にて 7 月 15 日に「名簿管理・会誌発送」「会計業務」「メーリングリスト

業務」「中国分科会との連携」などについて会議が行われた。 

(2) 10 月 26 日時点での会員総数は 369 名、うち日本国内会員は 311 名、海外会員は 58 名で

ある。 

⑥中国分会の運営状況の報告（報告者：于飛 中国分会会長） 

(1) 10 月 27 日時点で中国分会の会員数は 77 名である。 

(2) 学会の指示に基づき WeChat の中国分会グループチャットが作成されており、現在 43 名

が加入している。 

(3) 中国分会の会員には、研究誌第 24 号、第 25 号の電子版がすでに送付済である。また、

第 49 回大会（2023 年度冬季大会）についても案内済である。 

（2）彭飛会長から幾つかの報告がなされた。 

①学会の顧問の推薦： 

長年にわたって本学会に貢献してきたなど、本学会の顧問にふさわしい人材がある場合、彭

飛会長に推薦してほしい。 

②来年度の会長選挙の件： 

来年度は会長選挙が予定されている。まず、2023 年 1～2 月ごろ新理事が決定し、それから

会長が決定される。 

③来年度各運営委員会の人材確保の件： 

喜ばしいことに、ここ数年、本学会は特に発展を見せている。ただし、一方で各委員会のス

タッフの確保もより急務になっている。各委員会の委員長を中心に人材の確保に動いてほしい。 

 

２．学術研究会報告（2023年 6月～10月） ※詳細は当学会 HP に掲載 

■日 時：6 月 17 日（土）17:00～19:00（オンライン） 

発表者：成慧敏（大連外国語大学・大学院生（修士課程）） 

テーマ：日中両言語における否定疑問文の意味機能に関する対照研究――「ではないか」と「不

是…吗」を中心に―― 

■日 時：7 月 15 日（土）17:00～19:00（オンライン） 

発表者①：楊麗江（西安外国語大学・大学院生） 

テーマ：ミーム論の視点から見た「躺（タン）X」語族現象 

発表者②：王啓迪（大連外国語大学・大学院生（修士課程）） 

テーマ：日本語の複合移動動詞における「経路」に関する研究―認知言語学的観点から― 

■日 時：9 月 16 日（土）17:00～19:00（オンライン） 

発表者：周源（天津外国語大学・大学院生（修士課程）） 

テーマ：映画ポスターにおけるキャッチフレーズに関する中日対照研究 

■日 時：10 月 21 日（土）17:00～19:00（オンライン） 

発表者：許霜萍（北京第二外国語大学・大学院生（修士課程）） 

テーマ：「嫉妬」の感情に関する中日概念メタファーの対照研究 
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 事務局より  

1） 学会の入会申請は、日中対照言語学会のホームページ上で受け付けております。申請ができ

なかった場合は入会担当の 相原里美副委員長（xiangyuanlimei@gmail.com）、または安本真弓

事務局長（yasumoto@cap.ocn.ne.jp）までご連絡ください。年会費は社会人 4,000 円、院生 2,000

円となっております。 

2）【年会費の納入願い】 

年会費は、郵便振込用紙を送付しておりますので、ご納入いただきますようお願いいたしま

す。何かご不明な点がありましたら、会計担当の曹泰和副委員長（soutaiwa@meikai.ac.jp）に

お問い合わせください。 

3） 学会会報、大会、学術研究会開催などの通知は、ホームページに掲載するほか、メールでも

ご連絡しております。下記記載の通り、住所やメールアドレスなど不明で学会よりご連絡で

きない方がいらっしゃいますので、ぜひ事務運営委員会（xuehuijimu@hotmail.com）までお知

らせいただきますようお願いいたします。また所属、住所やメールアドレスなどの変更に関

しても同様にお知らせください。 

 

住所など不明の方： 

飯田透、閆佳祺、何潔、管晶、冀媛媛、胡春艶、蔡嘉昱、徐佳、徐幸華、宋瑩、曾曾、 

蘇碩、張岩、張暁琳、趙金昌、張立波、鄭欣悦、鄭琼花、東寺祐亮、屠潔群、白叡、 

彭璽閣、陸小曼、李光㬢、劉嘉勇、劉樊艶、李瑶、凌飛、廖琳、林颖、魯昱瑋 

 

上記の住所などが不明な方の情報をご存じの方も、お手数をおかけいたしますが、事務運

営委員会（xuehuijimu@hotmail.com）にお知らせいただけませんか。 

 

4）【学術研究会発表者募集中】  

学術研究会（旧：月例会）発表者は随時募集しております。ご発表を希望される方は、学術

研究会運営委員会（rizhongduizhaoyanyuxuehui@hotmail.com）までお申し込みください。なお、

申込に関する詳細情報などはホームページ上でご案内しております。 

5）【中国在住会員の年会費納入及び学会誌送付】 

  年会費（一般会員：200 人民元、学生会員：100 人民元）は会計年度（毎年 4 月 1 日～翌年 3 

月 31 日）内にご納入ください。納入方法（中国国内銀行の振込口座情報等）に関してはすで

に中国在住会員にお知らせしておりますが、ご不明な方はメールにて中国分会事務局

（rzyydzfh@163.com）にお問い合わせください。 

  学会誌送付については、電子版（PDF 版）での対応となります。 
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